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OSCEトライアル見学大学
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 帯広畜産大学
 岩手大学

2月15日

トライアル見学希望



役割分担

•教員

– 試験ブースにおける評価

– 試験待機学生の管理

– 試験会場タイムキーピング＆アナウンス

•事務職員

– 学生の誘導

– 荷物管理



実施マニュアル

•vetOSCE監督要領

– 医療面接試験用

– 実技試験用



Vet-OSCEトライアル

•医療面接（動物医療センター）

–８レーン（8診察室）

–標準クライアント（12人）

•実技（アリーナ）

–4レーン

–3ブース／レーン



人員構成

•学生

– 94名を想定、実際には49名

•教員

– 66名（病院助手6名、実習嘱託1名）

•事務職員

– 9名

•標準クライアント

– 12名



試験時間

•医療面接試験

–10分

•実技試験

–3分



医療面接試験



待機

8 7 6 5 4 3 2 1

標準クライアントは、待合室にて待機 8名＋4名（休憩）
4回手技を行って1回休みぐらいのペース
12〜13回の手技を行う

現6年生97名

8名が待機して、同時に時間になったら、中に入り手技を始める
手技が終わったら、8名一緒に移動する

標準クライアントの待機室
病院待合室の奥に仕切り
を作る（テーブルと椅子）

飲み物・お菓子などを用意
↓

次に手技を行う8名の学生は、
処置室（レントゲン室？）にて待機

他の学生は、C棟の教室で待機
待機場所にも係員1名

1分入室
↓
1分説明（課題を読む）
↓
8分で面接
↓
5分で退室・移動
次の学生の待機

：標準クライアント 10名
：学生
：評価者1（医療面接経験者） 8名
：評価者2（医療面接非経験者） 8名
：学生誘導員 3名

WC



医療面接試験

•学生 94名（49名）

–6年次学生

•評価者 16名（2名／1試験室）

–医療面接実習経験者 8名

–未経験者 8名

•標準クライアント 12名

–休憩のための交代要員を含む



医療面接試験

•標準クライアント

•縫いぐるみ

•キャリーケース



標準クライアント

•アニコム損害保険株式会社社員

•トライアル前研修（2回）

–OSCE概要

–医療面接試験概要

–試験症例シナリオ

•デモンストレーション

•ロールプレイ



標準クライアント

•日当

–1万円（+昼食弁当）

•交通費

–実費（高田馬場 ⇔ 武蔵境）

•拘束時間

–午前8時30分～午後1時



医療面接
課題



医療面接試験

•クライアントとの円滑なコミュニ
ケーション能力を問う試験である

•鑑別診断や必要な検査を問う試験
ではない



医療面接評価

•身だしなみと服装

•オープニング

•良好なコミュニケーションおよび
共感を示す

•クロージング

•全体を通して



身だしなみと服装



オープニング



良好なコミュニケーション
および共感をしめす



クロージング



全体を通して
最終評価



実技試験

•犬身体検査

•薬液計算

•手袋装着＆皮膚縫合



実技試験会場



総監督
タイムキーパー

150cm長机
180cmパーテッション

1つのブースは、300×360cm

最低必要個数：180cmパーテッション 44枚
150〜180cm長机 22個

診察台（B302実習室にあり） 学生
評価者1
評価者2

試験本部
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B棟アリーナ 実技試験設置図（案）



実技試験



課題1

•そばに飼い主がいることを想定して、配慮しながら行
って下さい

•リンパ節の触診時には、リンパ節の名称を言いながら
触診して下さい。また、脈拍の側手後は犬の脈拍数の
正常値を述べて下さい

山田チョコ、ビーグル、1歳、雌

ここは診察室です

これから、体重測定、体表のリンパ節の触診
および脈拍の測定を行って下さい



犬身体検査

•保定練習用縫いぐるみ

•診察台

•聴診器



課題2

•投与する薬液は、50mg/mlの濃度に調整され
ています

•準備ができたら評価者に注射等を渡して下さい

•注射等を返してもらったら、最後に片付けを行
って下さい

ここは処置室です

体重10kgの犬に、6.5mg/kgの投与量で
薬液を皮下投与しますので、準備して下さい



薬液計算

•注射筒

•注射針

•バイアル入り薬液

•酒精綿

•計算機

•医療廃棄物入れ

•ゴミ入れ



課題3



手袋装着＆皮膚縫合

•手術用手袋（各種サイズ）

•手術器具

–持針器

–鋏

–ピンセット

–ペアン、モスキート

•縫合針、縫合糸



Vet-OSCEトライアル
実技試験室



vetOSCEトライアル経費

•総経費 約150万円

–会場設営費 約100万円

–初年度経費 約30万円

•消耗品+標準クライアント

–約 20万円



Question？



Thank you for 
your attention!


